報いと罰
私が中学生だった頃、英語の先生はクラスで「要約」の書き方を教えてくれました。要約とは、元の文章の意味を保ったまま、エッセイや記事を短くしたものです。先生は、特定のテーマについて500語のエッセイを書く課題を私たちに与え、それが完成すると、クラス全員に同じエッセイを250語、次に100語、最後に50語で書き直すよう求めました。この練習によって、私たちは情報をより正確に伝える訓練を受けました。
当時、私はこの練習の有用性を、正しく行えば良い成績を与えられ、そうでなければより多くの宿題を課されるということ以外には理解していませんでした。しかし後になって、時間と紙幅の制約の中で毎週のレッスンや説教を書く任務を負った説教者および聖書教師として働くうちに、この訓練の知恵を理解しました。
この訓練について述べるのは、私たちの霊的生活において、ある訓練の報いまたは罰の側面だけに目を向け、その報いが最終的に私たちを導く最終的な益を実際には見ていないことが多いからです。例えば、性的純潔を考えてみましょう。聖書には、さまざまな不道徳な性的行為を禁じる命令が数多くあります。これらに対する罰は、確かな有罪宣告と、神の国への参加を失うことです（コリント人への手紙Ⅰ 6:9）。一方、従順は、単に罰を避けること以上の結果をもたらします。性的純潔に努めることには、今この時に経験できる、明確な報いが伴います。
例えば、性的な純潔は心の平安につながります。性的なイメージや誘惑で満ちた世界において、性的な純潔は、決して失敗することのない確かな行動へと導く、輝かしい道です。性的な純潔を追い求める人は、より明瞭な霊的視野を持ち、自分の生活における御霊の臨在をよりよく見分けることができるとともに、個人の価値についての感覚もますます深まります。性的に純潔な人々は、性的な罪が生み出す束縛から解放され、真の自由を経験します。性的な解放によって個人の自由を求める人々は、かえって自分の性的な情欲の奴隷となり、その情欲によって自分の魂を滅ぼしてしまいます。
めったに理解されていないもう一つの報いは、惜しみなく与えること、すなわち寛大さから生じるものです。私たちは、貪欲の破壊的な力と、この世に心を奪われることに対する多くの警告についてはよく知っています。しかし、惜しみなく与える人々への報いは、単に神を喜ばせるということではありません。惜しみなく与えることによる個人的な益は、与える人が自分の所有物に所有されることから身を守るということです。あなたが自分の物に所有されている確かな兆候は、「おもちゃ」（それが何であれ）に主にささげるよりも多くのお金を使っていることです。
惜しみなく与える人にとってのもう一つの益は、寛大さが神のご性質の一部であるため、与えることにおいて神のようになることです。それは、キリストの御霊がその人のうちに豊かに住んでおられる証拠であり、この証拠はその人の魂に喜びを生み出します。これが、受けるよりも与えるほうが幸いである実際的な理由です。
最後に、教会出席の問題があります。私は、この問題は多くの場合、報酬／罰という枠組みで捉えられていると思います。「私は教会に行く。正しいことをした。私は行かない。私は良いクリスチャンではなく、魂を失うことさえあるかもしれない。」このような近視眼的な考え方は、律法主義的な態度につながり、信者の心に礼拝が生み出すはずのものとは正反対である、憤りを生み出します。私が憤りと言うのは、礼拝に出席「しなければならない」人は、そもそも間違った態度で来て、正しいことをするために他のこと（睡眠、遊びなど）を自分に禁じたという満足感以外、何も得ずに去るからです。
このようなやり取りは、長期的には当然、憤りを生みます。なぜなら、義務を絶えず果たすことは、自然な願望に従って行うことの代わりには決してならないからです。
私たちは神を愛しているので、定期的に礼拝に出席すべきです。そして、神への愛を培うために必要な方法は、神の民を愛することを実践することです。神は御自身の聖霊を通して人々のうちに住まわれます（使徒の働き 2:38）。私は神を愛し、神の民と頻繁に共にいることを愛しているので、礼拝においてしばしば神と共に、また神の御前にいたいと願います。定期的に教会に出席しない人々は、通常、教会の人々との愛に満ちた関係をあまり持っていない人々です。定期的に教会に出席することによる真の報いは、私たちの神についての知識における成長と、クリスチャンの交わりが生み出す喜びです。物事は、罰への恐れではなく、愛によって動機づけられるのです。
クリスチャンとして、私が将来待ち望むことができるのは報いだけです。なぜなら、私の罪に対する罰は、イエス・キリストによって十字架上でただ一度、完全に支払われたからです。
